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           お
彼
岸
と
い
う
世
界
は
ど
ん
な
所

で
し
⻕
う
か
？
そ
ん
な
こ
と
が
彼
岸

になると考えてしまいます⺰彼岸

は此 し

岸 が
ん

に対して言われています⺰

此岸はもちろん迷いの世界です⺰

そして⺯この迷いの世界と彼岸と

いう極楽の世界との距離が⺯何と

⻆十万億仏土
ぶ
つ
ど

⻇だと教えられてい

るのです⺰つまり途方もなく遠い

距離です⺰これは誰でも簡単に行

けない⺯行くためには条件がある⺯

それは仏さまを信じることだ⺯と

教えているのです⺰ところが⺯私

たちにと⻒て⻆信じる⻇というこ

とは大変難しいですね⺰仏さまは

⻆わたしを信じなさい⺰そうすれ

ば必ず救います⻇と言われていま

すが⺯⻆そういたします⻇とは言

えない⺰どうしてでし⻕うか？そ

の要因は何と言⻒ても⺯信じたい

動機がないからでし⻕う⺰このお

かげで⺯という強烈な仏さまへの

ョ恩ヨがないからだと思います⺰

此
岸
と
い
う
迷
い
か
ら
の
世
界
か
ら

彼
岸
と
い
う
救
い
の
世
界
に
行
く
た

めには仏さまを⻆信じる⻇自分に

なるほかないのです⺰ 

この命題
を念頭
に置き
ながら⺯

お彼岸のお勤めをしまし⻕う⺰ 

    
     

     小
さ
な
頃
は
た
だ
数
歩
歩
い
た
だ

けで喜んでいたのに⺯十歳にな⻒

た
娘
の
成
長
を
細
や
か
に
感
じ
て
い

な
い
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が

あります⺰出来たことより⺯出来

ていないことばかり見ている⺰も

⻒
と
出
来
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
し
ま

う⺰⻆人⻇を育てる責務が親には

あると思いますが⺯その責務を⺯

自
分
の
思
い
通
り
に
し
た
い
こ
だ
わ

りとすり替えていないか⺰子ども

を
自
分
の
心
を
満
た
す
所
有
物
の
よ

うに考えていないか⺰そんな危う

さを自分の中に感じ⺯ヒヤリとす

るのです⺰ 

⻆私の⻇子どもだから傷つけら

れたら憤るし⺯言うことを聞かな

いと許せない⺰この⻆私⻇という

ものが先立つ限り⺯子どもを⻆一

人の人間⻇として純粋に見つめる

ことは無理なのかもしれません⺰

しかし自分の自我を見つめると⺯

娘もまた自我を持つ⺯私とは全く

違
う
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れるのです⺰ 

娘と喧嘩をし⺯娘の行動を責め

ているようで⺯実は⻆私⻇を困ら

せ
て
い
る
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
た

ことに気づき⺯きつく責めてごめ

んと言うと⺯娘もごめんと返して

くれました⺰親⻒て難しいな⻍と

思
わ
ず
上
を
向
い
て
し
ま
う
日
々
で

す⺰ 
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春彼岸春彼岸春彼岸春彼岸    

 

浄泉寺からのお知らせ 
 

● 

同 ど
う 

朋 ぼ
う 

会 か
い 

⺺月例法座⺻● 

浄泉寺では⺯毎月お勤めと住職の法話

を
中
心
に
し
た
同
朋
会
を
開
催
し
て
い
ま

す⺰どなたでもお気軽にご参加いただ

けますので⺯ぜひお越しください⺰ 

日程等の問合せは浄泉寺まで⺰ 



           浄 泉 寺 報  第３６号  2024(令和 6)年 3 月 ‐春彼岸‐ 

 

宗祖

しゅうそ

親鸞

しんらん

聖 人

しょうにん

御誕生

ごたんじょう

850 年・立 教

りっきょう

開 宗

かいしゅう

800 年慶 讃

きょうさん

テーマ 『『『『南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏    人と生まれたことの意味をたずねていこう』人と生まれたことの意味をたずねていこう』人と生まれたことの意味をたずねていこう』人と生まれたことの意味をたずねていこう』 

令和令和令和令和６６６６年年年年(20(20(20(2022224444 年年年年))))年忌表年忌表年忌表年忌表

ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さまの教

えを、今生きる私たちが聞かせていただく大切な機会

です。浄泉寺本堂でご法事を勤めることもできます。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    令和 5 年(2023 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    令和 4 年(2022 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 30 年(2018 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 24 年(2012 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 20 年(2008 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 12 年(2000 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    平成 4 年(1992 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 50 年(1975 年)亡 

 

               

    

 

＜発行元・問い合わせ＞ 

真宗真宗真宗真宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

      電話 0799-22-4798 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３ 

ホームページ http://jyosenji.asei.info 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ㉞㉞㉞㉞    ～～～～    如来より賜りたる信心如来より賜りたる信心如来より賜りたる信心如来より賜りたる信心    ～～～～    

  
 
 
 
 
 
 
 
 「（法ほ う然ね ん）聖人しょうにんの御信心ご し ん じ んも、他力た り き よりたまわらせたまう、善ぜ ん信し ん（親鸞し ん ら ん）が信心も他力なり。かるが
ゆえにひとしくしてかわるところなし」（[意訳]私の師である法然上人の信心も、如来に ょ ら いさん＝“仏さ
ま”のはたらき・「他力」によって賜った信心であり、私・親鸞の信心も「他力」から賜ったもので、
師匠か弟子かということで、異なるようなものではない）。 
 これは、親鸞聖人の御生涯を絵と文で示した『御伝鈔ご で ん し ょ う』（絵のみの部分を特に「御絵伝ご え で ん 」という）
に出てくる言葉です。ところが、法然上人の他の弟子達は「あの立派な法然上人の信心と、弟子で
ある善信（親鸞聖人）の信心が同じであるはずはない」と親鸞聖人に異を唱えます。しかし、師匠
の法然上人は「信心が異なるとすれば、それは自らの力を頼みにしての信心のこと。知識や経験で
信心が得られるというのであれば、知識や経験が深い方が信心深いと言えるが、他力の信心はそう
ではない。どうしようもない人間同士、そんな人間をこそ救わんとする如来さんからいただいた信
心であるからして、私・法然の信心も、親鸞の 
信心もまったく同じである」と仰います。 
 「仏を信じる」とは、様々な出来事に出で 遇あ う 
中で、自分が当てにしていたものがまったく役 
に立たないことを知らされ、もう手も足も出な 
いとなったところに開かれてくる世界なのでし 
ょう。自分の思い計らいでの「信じる」「信じ 
ない」を超えて、仏さまの方が、私たちをすで 
に包みこんでしまっているといってもいいのか 
もしれません。その時、実はすでに仏さまの方 
から私に「信心」は与えられてしまっているの 
です。        (浄泉寺若院・釋しゃく亜世あ せ い) 
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」」」」のののの場面場面場面場面。。。。中央中央中央中央こちらをこちらをこちらをこちらを向向向向いていていていて座座座座っているのがっているのがっているのがっているのが、、、、親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人のののの師師師師・・・・法法法法

ほ う

然然然然

ね ん

上人上人上人上人

しょうにん

。。。。    


